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コウルリッジにおけるオリエンタリズム
｢クーブラ・カーン」を中心に－
高山信雄
１．はじめに
イギリス・ロマン派詩人に共通する詩的モチーフのひとつに，東方への憧れ
をあげることができる。ヨーロッパの西の外れのブリテン島からは，東方諸国
がエキゾティックな情緒を漂わせるもので，その神秘`性に惹きつけられるもの
があった。多くの詩人たちは，へプライ語やギリシア語あるいはその翻訳を通
して，東方諸国の歴史や文学に関心を深めていた。
そこではじめに，ロマン派の詩人たちにとってのオリエントとは何処であっ
たか考えてみよう。彼等に強い影響を与えたのはギリシアやローマの神話であ
るが，この両者は民族的にも歴史的にも西洋に組み入れられているので，一般
的には東洋的なものではないと考えられている。しかしこの地方の神話は，す
べてその源はシュメール人にあり，それが後続のセム民族のアッカド人，アッ
シリア人，バビロニア人へと受け継がれ，さらにエーゲ海民族から，アーリア
系の古代ギリシア人へと伝えられていった。この間，神々の役割はほとんど変
わらず，ただ言語上の名称だけが変化したのみである。たとえば，神話の中心
的存在である主神は，シュメールではアーン，バビロニアではマルドゥック，
ギリシアではゼウスと名は変わるが役割はあまり変わっていない。愛と豊饒の
女神も，シュメールのイナンナはセム民族のイシュタール，ギリシア人のアプ
ロディーテ，ローマのウェヌスとなるが，これも同じような役割を果す神であ
る。こう考えると，ロマン派詩人にとっては，ギリシア的要素も東洋的なもの
の名残りと映ったとしても無理からぬところであろう。つまり，彼等にとって
は，ギリシアもまたオリエント的なものであった。
一般にオリエント人文明と言うと，近東以東の諸国およびナイル川流域の文
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明を意味する。したがってセム族，ハム族の文明やインド・中国などの文明が
対象になろう。しかしながら，ここではイギリス・ロマン派詩人に共通する東
方憧僚を考えて，ギリシア神話もその一部として考えたい。
ところで，コウルリッジも他の同時代の詩人と同様，異国`情緒風なものに一
種の憧慢を持っていた。彼の作品には中国を扱ったアクーブラ・カーン一があ
るし，書き残したものの－部にはアフリカや中東のものにも言及がある。そこ
で本稿では，彼が東洋的なものに抱いていた関心を明らかにすると共に，それ
が「クーブラ・カーン」にどのように表われているかを観察しようと思う。
2．オリエントへの関心
コウルリッジは幼少のころから東洋的なものに強い関心を持っていて，少年
期に古典語を習ってからは，それがますます深まっていった。そして青年期に
は，たまたま盛んになりつつあったその当時の聖書批評や東洋研究の成果を
参考にしつつ，東洋への旅行記からも刺激されて，オリエント的趣向の濃い
｢クーブラ・カーン‐jを書き上げたのであろう。
コウルリッジがオリエントに関心を持つに至るには，三つの主な動機があ
る。そのひとつは幼児期に『アラビアン・ナイト』を読んだことであり，次は
クライスツ・ホスピタルでの古典語の学習過程を通してであり，三番目はブリ
ストルに在住していたときである。そこでこれらのことを，順を追って調べて
いこう。
生まれ故郷のオッタリー・セント・メアリで父母のもとに楽しい幼年時代を
過ごしたコウルリッジは，すぐ｣この兄のフランシスとはまったく反対な，動き
の少ない夢想的な子供であった。彼は読書が大好きで，その愛読書のひとつが
『アラビアン・ナイト』であった。
コウルリッジは1797年10月９日付のトーマス・プール宛の手紙の中で，幼
いころを回想してこう述べている。
－６歳でベリサリウス，ロビンソン・クルーソ，フィリップ・クオールを
読んだことを思い出します－それからＴアラビアン・ナイト』の物語を見
つけました－そのひとつの話（清純な乙女を探さなければならない男の
つくる話）に私は深いEﾛ象を持ったので（夕方，母が靴下を繕っている間に読んで
Hosei University Repository
7１ 
いたのですが)，暗い所にいると絶えず妖怪たちに付きまとわれました－
そして私は，本が置いてあるガラス窓辺をいつも不安と恐怖の強い感情でよ
く見つめていたことを，はっきりと思い|I止ます－そして本に陽が差し込
んでくるといつもこの本を抱えて壁のそばへ行き，陽に当りながら読んだも
のでした。－私の父はこうした本がもたらす悪影響に気づき，その本を燃
やしてしまいました。－そこで，私は夢想家になり－身体を動かすこと
は，すべて嫌になりました｡(１）
こうしてコウルリッジ少年は『アラビアン・ナイト』を通してオリエントの世
界を垣間見たのであった。ちなみにこの物語は，最初インドに起こり，ササン
朝ペルシアを経由して８世紀後半にアラビア語に訳され，９～16世紀にかけて
エジプトで発展し，集成されたといわれている。
これがヨーロッパに紹介されたのはアントワーヌ・ギャランのフランス語訳
で，1704～1717年のことであるが，本格的な英訳本は1888年のバートンの１６
巻全訳本の出現まで待たなければならない。しかしながら，Cbmpto几's
ErzCycZOpediaによれば，すでに18世紀末にunknowneditorによる英訳版
の抄訳本が出回っていたというので，コウルリッジ少年は多分これを読んだの
であろう。
インド・中国・ペルシア・エジプトなどは，当時のヨーロッパ人にとっては
神秘的なオリエント諸国であった。まして６歳の少年には，この本はまったく
未知の国の物語であり，それゆえに強く興味を惹かれるものであった。
こうしてコウルリッジは，幼くしてオリエントの神秘に興味を覚え，このこ
とが長じて東洋的なものに目を向ける原因となったと思われる。
クライスツ・ホスピタル時代に，コウルリッジは厳しいポイヤー先生の許で
古典語をみっちり勉強した。そのころ彼が関心を持ったのは，ヘレニズムの流
れを汲む哲学者たちである。とくにプロティノスやヤンブリコスには強い興味
を持ったようである。学友だったチャールズ・ラムは，後に３５年前のクライ
スツ・ホスピタルを回想して，こう述べている。
暗黒の柱はまだ現われず，大焔の希望を前にし，空想の夜明けにあったと
きのような姿で，もう一度，私の記１億に立ち戻っておくれ－サミュエル・
テイラー・コウルリッジよ１－論理家であり，哲人であり，詩人であった
Hosei University Repository
7２ 
君よ！回廊を通り過ぎていく者が，じっと立ち止って，この若いミラン
デュラの話し方と身なりが釣合わないのを怪しみながら，君が深く甘美な音
調でヤンブリコスやプロティノスの神秘を説明したり（そのころでもすで
に，君はこうした哲学者に物おじしなかった)，ホメロスやピンドロスをギ
リシア語で暗唱したりするのを賞賛して聞いているのを，幾度見たことが
あったろうか。そのとき，グレイ・フライヤーズのあの古い僧院の壁には，
この天才少年の声がこだまするのであった！（２）
このときのコウルリッジは，せいぜい１６歳だった。プロテイノスはエジプ
トに生まれたが，２０歳台後半に当時東西の交通の要所であったアレキサンド
リアにやって来てアンモニオス・サッカスに師事し，ここで11年間勉強した。
その後，この師の他界を機にペルシア遠征に従軍して東方の文物に浴し，４０
歳前にローマへ移って哲学の一派を成した。つまり彼はオリエントの一部を見
聞した人物であり，オリエント通であった。ヤンブリコスは，プロティノスの
孫弟子にあたる新プラトン主義の哲学者である。
いずれにしろ，オリエント的色彩の濃い新プラトン主義が，コウルリッジの
心に深い印象を与えたことは事実で，後にこのプロティノスの思想が，コウル
リッジの思想形成に大きく関わることになる。
コウルリッジがオリエントに強い関心を持つことになる次の動機は，1795～
96年にかけてのブリストルでのベドウズ博士との出会いである。このベドウ
ズ博士はオックスフォードで化学の先生をしていたが，1794年にブリストル
に住むようになり，コウルリッジとサウジーも1795年からこの町に住むよう
になったので，お互いに知り合うようになった。コウルリッジはベドウズ博
士の家にたびたび出入りをするようになり，そこでいろいろな知的刺激を受
けた。
ベドウズ博士はかなりのドイツ通で，ゲッティンゲン大学の学者たちとも交
流があったようで，その家には大陸の書物や雑誌が沢山あった。コウルリッジ
はこれらのものを読むことによってドイツへの関心が高まり，その中でもドイ
ツで盛んになりつつあった聖書の再評価に関して，大いに興味を覚えたので
あった。
当時，ゲッティンゲン大学では，聖書批評の先駆者ミハエリスはすでに亡
〈，アイヒホルンが後を継いでその方面の教授となっていた｡彼もまた，ミハ
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エリスと同じくプロテスタントの東洋学者だった。医者で人類学者のブルーメ
ンバッハは，当時たいへん有名な人で，ヨーロッパでは彼の本が医学の教科書
としてよく使われていたという。コウルリッジが1798年９月にドイツへ渡っ
てから，ゲッティンゲン大学でアイヒホルンとブルーメンバッハに師事したの
は，このときの刺激がその動機であった。
コウルリッジはこうして，聖書批評を通してへプライの思想に目を向けるこ
とになった。
彼はさらに，イスラム文化にも関心を持ちはじめ，1797年には戯曲『オソ
リオ』を書いているが，これはスペインを舞台としたイスラム教徒のムーア人
が登場する劇であって，カトリック教会には反撒を，イスラム教徒には同情を
寄せるような調子で書かれている。
兄のフランシスが軍人としてインドへ渡り，その地で客死したことや，親友
ラムが東インド会社に勤めたことなども，コウルリッジにオリエントを近づけ
たのかも知れない。さらに1798年に，ナポレオンがイギリスのインドへの道
を封じるためにエジプトに侵攻したことも，コウルリッジのアフリカ大陸への
関心を喚起したことと思われる。
したがって1797～98年のいわゆる「驚異の年一までに，好奇心の強いコウ
ルリッジの心の中には，オリエントに関する彼なりのイメージが生じていたと
考えても差支えあるまい。
コウルリッジにとって，オリエントとは，まだ実際には目で見ぬ世界であ
り，想像の世界であり，心の内なる世界であった。彼にとってオリエンタリズ
ムとは，異国風なものを取り扱う思考形式であって，オリエントとは遠い地で
あり，異質な文化圏であり，官能的で神秘的なエキゾティシズムのあふれる
ところであった。そしてそれは，実は彼の心の内なる世界に存在するもので
あった。
3．「クーブラ・カーン」とオリエント
コウルリッジがポーロックとリントンの中間のカルポーン教会近くのアッ
シュ・ファームというところで，パーチャスの『巡礼記」を読みながら眠り込
み，目覚めてから‐クーブラ・カーン」の詩を頭に浮かべつつ書いていたとい
う本人の話はよく知られていて，その真偽をめぐって今日までいろいろと論じ
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られてきたが，そのとき彼が読んでいて，この詩の最初の部分に利用されたと
思われるパーチャスの文章は次のようなものである。
ＩｎＸｍｚａｄとｚｄｉｄＣｔＪ６ＪａｉＯ〔mbuildastatelyPallace，encompassing
sixteenemilesofplainegroundwithawall，whereinarefertile 
Meddows，pleasantSprings，delightfulStreames，ａｎｄａｌｌｓｏｒｔｓｏｆ 
ｂｅａｓｔｓｏｆｃｈａｓｅａｎｄｇａｍｅ，andinthemidstthereofasumptuous 
houseofpleasure，ｗｈｉｃｈｍａｙｂｅｒｅｍｏｖｅｄｆｒｏｍｐlacetoplace.(3) 
(クビライ汗はザナダにおいて，城壁をめぐらした１６マイルもの平らな土地
に，堂々とした宮殿を築いた。その囲いの中には，よく肥えた牧場，楽しげ
な幾つかの泉，美しい幾つかの小川があり，それにあらゆる種類の狩の獲物
の動物がいて，その地の中央に豪華な歓楽の館があるが，それはあちこちに
移動可能なものであろう｡）
確かに，ここに見られる地名，城壁，泉，小川，歓楽の館などは，コウルリッ
ジの詩に利用されている。しかしこれは単に彼の詩にモチーフを与えている
に過ぎず，実際にその詩の中では，イスラムの寺院を思わせる“pleasure
dome"，大きくて神秘的な氷の洞窟，地下を流れる川，深々としたロマンに
満ちた岩狭間，ひとつの大きな泉など，エキゾティックで強烈な印象をもたら
すものに変容している。
氷の洞窟の概念は，インドの洞窟からヒントを得たとも考えられる。『備忘
録』のエントリー番号240に記されている次の文章は，1796～97年ごろ書か
れたと考えられている。
ＩｎａｃａｖｅｉｎｔｈｅｍｏｕｎｔａｉｎｓｏｆＣａｓｈｍｅｒｅａｎｌｍａｇｅｏｆｌｃｅ，which 
makesitsappearancethus-[“]ｔｗｏｄａｙｓｂｅｆｏｒｅＺﾉje7zeLumoo几
ｔｈｅｒｅａｐｐｅａｒｓａｂｕｂｂｌｅｏｆｌｃｅｗｈｉｃｈｉncreasesinsizeeverydaytill 
theｌ５ｔｈｄａｙ，ａｔｗｈｉｃｈｉｔｉｓａｎｅｌｌｏｒｍｏｒｅｉｎｈｅｉｇｈｔ：thenasthe 
moondecreases,thelmage[''］doesalsotillitvanishes、
ReadthewholelO7thpageofMaurice，ｓｌｎｄｏｓｔａｎ.(4) 
(カシミールの山岳地帯の洞窟における氷のイメージ。その様子はこうである
－つまり新月の二日前に一粒の氷が生じ，それが日に日に大きくなって，
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ついに１５日目には１エル（４５インチ）以上の高さになった。月が欠けてい
くにつれて，その形もまた小さくなり，ついに消えてしまった。
モーリスの「インドスタン」の107ページを全部読んだ｡）
コウルリッジがここで読んだという本は，『備忘録』の註によるとThomas
MauriceのTYheHjstobﾉｑ／Hindosta几（了ヒンドスタンの歴史』２vols.，
1795）で，ブリストルの図書館から借り出したものであった。その107ページ
には，月についての三つの祭りのことが記されているという｡(5)ちなみにヒン
ドスタンとはインドにおけるヒンドゥー教の地域である。
ロマン派詩人に共通することかも知れないが，コウルリッジは月に特別の関
うた心があった。『老水夫の詩-,に出てくる月の象徴について(よ，これまでもいろ
いろと論議されてきたが，とりわけ“hornedmoon，,つまり三ヶ月について，
コウルリッジは強い関心を持っていた。
夜と月と星と音楽とワインとそれに人々の踊りは，ヒンドゥー教徒ならずと
も，砂漠の民にも共通するものであったし，またこれらのものは，ロマン派詩
人が好んで用いたモチーフでもあった。
オリエントと考えられている近東・中東の諸国においては，その多くの住民
が砂漠の民であり，日中は熱い太陽のもとにあえいでいても，夜には涼しさが
訪れ，天空にかかる月や星に特別のうるおいを見出すことであろう。したがっ
て夜空にひときわ明るく光って人々に涼しさと柔らかい光を与えてくれる月に
は，感謝と崇拝の感情が起こっても当然かも知れない。
キリスト教国と回教徒国を表わすのに“TheCrossandtheCrescent，，と
いう言葉が使われてきた。つまり十字架はキリスト教国の象徴であり，三ヶ月
は回教国の象徴である。現在，９ヶ国の国旗に三ヶ月が使われているけれど，
面白いことに，そのすべてが下弦の月である｡(6)つまり下弦の月とは満月を過
ぎてからの月で，上空にあっては左側が光り，月の入りに際しては西空に船の
形のように弦を下にした月である。それゆえに，下弦の月にはオリエント的な
ものを感じることができる。コウルリッジが￣クーブラ・カーン」の詩に，
“waxingmoon”ではなく“waningmoon”を用いたことも，そうした異国
性を表現したかったからであろう。
思えば６０００年前に文明が起こったのは，地中海の東海岸からチグリス＝
ユーフラテス川流域を経てペルシア湾に至る半月状の地域であった。この地域
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は非常に肥沃であったので，人々はこの地を“theFertileCrescent”（肥沃
な三ヶ月地帯）と呼んでいた。この地域は，現在ほとんどイスラム圏に属して
いる。三ヶ月は，やはりアラブ的なものの象徴であろう。
もうひとつ，砂漠の民にとって大切な水を供給してくれる水源を忘れること
はできない。水の湧き出る所にはオアシスがあり，この恩恵は計り知れないも
のがある。コウルリッジは，泉に対して強い関心を持っていた。泉が砂漠の民
にとって生命の源であるとするならば，彼にとっての泉は想像力そのもので
あった。次の引用は「クリスタベルーに彼が付したたいへん有名な序文の一部
である。
この詩の制作時代をここで述べるのは，もっぱら剰窃したとか独創性に乏し
い模倣をしたなどという非難を浴びないようにするためである。というの
も，世の人々のうちには，心に描き得る思想やイメージはすべて昔からある
ものだと思い込んでいる一連の批評家がいるからである。そういう批評家た
ちは，世の中には大なり小なり「泉」のようなものがあるということに気づ
いておらず，したがって，水の流れを見ようものなら，どんな小さな流れも
誰か他人の水槽の取出口から流れ１１}たものだと，たいへん寛容に考えるので
ある｡(7)
コウルリッジはこの泉（fountain）と水梢（tank）のたとえにときどき言及
している。彼はこの“fountaino,という譜をあちこちに使っているが，ここ
に二・三例ほど引用しよう。
Ｉｔｗｅｒｅａｖａｉｎｅｎｄｅａｖｏｕｒ， 
Ｔｈｏｕｇｈｌｓｈｏｕｌｄｇａｚｅｆｏｒｅｖｅｒ 
Ｏｎｔｈａｔｇｒｅｅｎｌｉｇｈｔｔｈａｔｌｉｎｇｅｒｓｉｎｔｈｃｗｅｓｔ： 
Ｉｍａｙｎｏｔｈｏｐｅｆｒｏｍｏｕｔｗａｒｄｆｏｒｍｓｔｏwin 
Thepassionandthelife,whose/bu"tamsarewithin.(8) 
（それは空しい努力であるとしても
それでも私は西空にまだ残っている
うっすらとした光をじっと見続けるだろう。
でも，外部の形象から情熱と生命を得ることを私は望まないだろう，
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その源泉は自分の中にあるのだから｡）〔イタックは筆者，以下同じ＞
これは￣失意の賦」（"Dejection:ＡｎＯｄｅ"）の一部で，詩人が想像力の喪失
を嘆いているところである。コウルリッジにとって，情熱も生命も自らの精神
のうちにあるのであるが，詩的創造力つまり想像力も，彼の内なる力である。
内なる力の象徴として，泉の概念はたびたび使われている。
コウルリッジの別の詩「白昼夢一（!`ＤａｙDream'，）の一節に，次のような
詩行がある。
Myeyesmakepictures，ｗｈｅｎｔｈｅｙａｒｏｓｂｕｔ： 
Ｉｓｅｅα/bLmtaj几,【α'９９２ａｎｄんｉｎ
Ａｗｉｌｌｏｗａｎｄａｒｕｉｎｅｄｈｕｔ１ 
Ａｎｄｔｈｅｅ，ａｎｄｍｅａｎｄＭａｒｙｔｈｅｒｅ、
OMary1makethygentlelapourpillｏｗ１ 
Ｂｅｎｄｏ，ｅｒｕｓ，ｌｉｋｅａｂｏｗｅｒ，mybeautifulgreenwillow1(9) 
(目を閉じると目が絵を描き出す。
大きくてきれいな泉が見えるし，
一本の柳と木と壊れかけた家と
そして君，私とメアリーがそこにいる。
ああ，メアリー！君の優しい膝を枕にさせておくれ１
あずまやのように頭上に垂れておくれ，美しい緑の籾'1よ！）
コウルリッジが目を閉じると，真先に目に浮かぶのは，大きくて美しい泉であ
る。アラビアの砂漠のオアシスの泉が枯渇すれば，人も動物も情熱も生命も，
すべて失われるかも知れないが，創作を仕事とするコウルリッジの場合も，想
像力という泉が枯渇してしまっては，詩人としての情熱も生命も失われてし
まう。
水の湧き出る泉と，水を果しなく吸い込んでしまう洞窟とは，まさに対比を
なすが，コウルリッジはこの両者を巧みに詩にうたい込んでいる。
Abrupt，asSpiritsvanish，ｈｅｉｓｓｕｎｋ１ 
Ａｓｏｕｌ－ｌｉｋｅｂｒｅｅｚｅｐｏsscssesallthewood． 
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Theboughs，thesprayshavestood 
AsmotionlessasstandstheancienttrunM 
Buteveryleafthroughalltheforestflutters， 
ＡｎｄｄｅｅｐｔﾉＤｅｃａｕｅｍＱ/tﾉWbu"tQirBmutters.('0） 
(精霊たちが消えるように，彼は突然沈んでしまった
そ.kかぜ
霊のような微風力《森のすべてを握っている。
大枝も小枝もじっと動かない，
年経た太い幹が揺れずに立っているように。
だが森中のあらゆる木の葉が震えていて，
ほらあな
深い泉の洞穴力《水音を立てている｡）
泉と洞窟のモチーフは，彼の詩の随所に見られ，「クーブラ・カーン」の34行
目にも！`Fromthe/bLmtaj几andtheCquesﾉ'(u)として描かれている。この
詩では，ひとつの力強い泉が水を送らせ，川となり，その川の水が洞窟へと達
している。そしてこの詩では，泉から生じた水がやがては洞窟を通って地底の
大海へと流れていく。ここには，生と死の象徴がみられる。そして，クーブラ
の丸屋根宮殿は，３２行目のように，“Floatedmidwayonthewaves;”('2)と
して描かれ，泉と洞窟の両方から水音が聞こえてくるところにある。
原始の昔，人間は洞窟で生活をしていた。オリエントの各地方には，その名
残りが多く見られる。洞窟の概念は，コウルリッジの想像力を駆り立てるの
に充分なものである。,~クーブラ・カーン」の詩には，“cavern,，あるいは
"cave'，という語が，併せて５個所もある。ついでながら“fountain0,と
"chasm,’はそれぞれ２個所，’0doｍｅ，’も４個所に使われている。たった５４
行の短い詩のうちにこれらの言葉が反復して現われるのは，やはりこれらの概
念がエキゾティックなオリエントを象徴していると考えてもよいのであろう。
アルフ川は，地下を通ってシシリアの泉に通じるというギリシア神話のアル
ペイオス川を念頭においたものと言われている。ギリシア古典やギリシア神話
に明るいコウルリッジであるから，多分にそれを利用したと考えられるが，実
際にイングランドにも地中から流れ出す川があることを，彼は知っていたのか
も知れない｡(１３）
エチオピアを表わす`oAbyssinia,,という言葉も，異国'情緒をかもし出すた
めにコウルリッジが用いたと考えられるけれど，実のところ，これには多少の
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理由があるかも知れない。１７９８年５月に，ナポレオンがエジプトへ侵攻した
ことに，ヨーロッパ人は注目していた。ネルソン提督磨下のイギリス艦隊が，
フランス海軍の主力をナイル河口のアブキールで打ち破ったとき，イギリス人
の目もアフリカ大陸に注がれた。エジプトは5000年の歴史を持つが，この地
が栄えたのはひとえにナイル川のお蔭であった。そのナイル川は，源流を遡る
とスーダンで青ナイルと白ナイルの二つに分かれるが，青ナイルはエチオピア
にその源流がある。このことは1770年にジェイムズ・ブルースによって確か
められていた。一方，白ナイルはずっと時代が下って1880年ごろにやっと，
その水源が明白になった。したがってコウルリッジが「クープラ・カーンニを
書いていたころは，あの雄大なナイル川の源流はエチオピアつまり
"Abyssinia，,にあることだけは，はっきりとしていた。そこでこのナイルの
源泉が,OAmightyfountain，，のイメージと重なったのであろう。アビシニ
アはコウルリッジにとって遠い国だったが，４世紀にキリスト教が普及してお
り，キリスト教国としての親近感があったのかも知れない。アビシニアはま
た，あの有名なイソップの生れ故郷でもある。
オリエントに最大の文明を誇った古代エジプトの生命の水とも言うべきナイ
ル川は，“Abyssinia，,の泉から発しているとコウルリッジが考えても不思議
ではないであろう。“Xanadu，，という北の都に対して，南国Abyssiniaはコ
ウルリッジの好きな極理論的対比をなすものであった。それにもうひとつ，ブ
ルーメンバッハが世界の人類を，コーカサス人，モンゴル人，エチオピア人，
アメリカ原住民，マライ人と五つに分けていて，エチオピア人つまりアビシニ
ア人が，ヨーロッパ人を形成するコーカサス人と並ぶ，独立した人類だと考え
られていたことも，その一因であろう。
“Ａbora”は，一般にブルースの探険記に記されているナイル川の源流とし
ての泉から生じる111の名から付けられたと考えられている。この川の名は
“Astabora緑で，これから“sta”の三文字を抜くと“Ａbora”になるとされ
る。これはすべて泉にまつわるものであるが，これを山としたのは，“Abyss”
との対比からであろうといわれているcc`）
いずれにしろ，「クーブラ・カーン」の詩において重要なモチーフは，泉で
あろう。ところで，肥沃な三ヶ月地帯で，もっとも古い都市はジェリコであろ
う。これは現在のジェリコの近くにあった。聖書ではエリコとされ，ヨシュア
がイスラエル軍を率いて陥落させたところである｡('5)この都市は紀元前7000
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年ごろ土の橋で土の城壁のある都市として存在していたようで，ほかのオリエ
ントのどの都市よりも古いものであり，その周囲には緑豊かな土地が広がって
いたという。それは，この地に水量の豊富な泉があって，沃野をうるおしてい
たからにほかならない。この泉が枯渇すると，ジェリコの町も放棄されてし
まった。
コウルリッジは聖書を熟読し，よく知っており，とくに旧約聖書からは大き
な示唆を得ていたようである。彼の思想体系の中心的概念であるＩＡＭの思
想は，この辺りにもそのひとつの根拠がありそうである。1830年５月２７日の
食卓談話で，彼はこう述べている。
ヨブ記は，モーゼの贈物に先立つアラブの詩です。それは実際の啓示に
よって啓発されずにその啓示を探し求めているような善良な人の心を表わし
ています。ほかのどんな本においても，瞑想者に対する願望や必要性がこれ
ほど強烈に表現されてはいません。神の性格つまりへプライ人のＩＡＭは，
汎神論に対立するものとして，この書物にたいへん生々と描かれていま
す｡('6）
コウルリッジは，旧約聖書に示されたヘブライの神の概念とヘレニズムの産物
と考えられる新プラトン主義とを上手に重ね，それに近代のドイツ観念論を援
用して，自己の思想体系を構築したのであった。
コウルリッジのオリエントへの関心は，晩年になっても劣えなかった。１８２３
年の食卓談話の原稿には，東洋諸国の国民性についていろいろと言及した後，
こう述べている。
ヨーロッパ人と東洋学者は，背中合わせに立っている二人の人物によってう
まく表わされるでしょう。すなわち東洋学者は東洋諸国の方つまり後方を眺
めており，ヨーロッパ人は西の方つまり前方を眺めているのです｡('7）
一般のヨーロッパ人は東洋にあまり関心を示していないし，東洋に関心を持つ
者は東洋の方しか向いていないということは，つまりこの両者の間には隔絶感
があるということであろう。コウルリッジの時代には，東洋の神秘に関心を
持って東洋の文化を知ろうとした者は確かに少数であろう。
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4．むすぴ
コウルリッジは実際にオリエントに足を運んだわけではないが，書物によっ
て東洋の知識を吸収している。彼にとってオリエントとは，エジプトや肥沃な
三ヶ月地帯やインドや中国を含む漠然とした東方の広大な地域であり，とくに
古代・中世の歴史にあった国々であって，近代的なオリエントではなかった。
そして東洋の有する異国情緒，遠隔lZli，官能性，神秘性などに，好奇心の強い
コウルリッジは興味を覚えたことであろう。
「クーブラ・カーン」の詩には，さまざまな地域の東洋的情緒が混然として
いる。つまりコウルリッジにとってのオリエントとは，現実のオリエントでは
なく，彼が心の中に描き出した独自の変容したオリエントであった。すなわ
ち，コウルリッジにとって，外界の自然が内なる自然として作用したように，
オリエントという概念もまた，現実のオリエントというよりは彼の心の内に
あって，さまざまに変容する東洋的なものであった。したがって，時間的にも
空間的にも，比較的自由度の高いオリエントであったといえる。彼はこの内な
る東洋的なものを素材に，想像力によってそれらに形象を与えて，詩という言
語表現にしたのである。「クーブラ・カーン」は，そのようにして生まれてき
たものである。
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(13）サマセット州ウェルズの町の北西３ｋｍほどのところにある大鐵乳洞Wookey
Holeは，地底の海を連想させる。そこから地底を流れている川Ａｘｅが地表へ
流れ出る。この洞窟にほど近いCheddarGorgeも古くから知られている。リ
チャードホームズは，コウルリッジが１７９４年にサウジーと共にこのCheddar
Gorgeを訪れたと記している。CbJe（dge,EhFIyVUsZo",ｐ166．
(14）ＲＺｐｐ,374-376． 
(15）「ヨシュア記」６章。
(16）ＴＴ(ｃｃ)，1,146． 
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著作の略記号は，すべてプリンストン版『コウルリッジ全集』に準拠する。
本論文は，1994年５月の第66回日本英文学会のシンポジウム「イギリス・ロマン
派詩人とオリエンタリズム」において発表した原稿を，加筆訂正したものである。
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